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一
般
市
道
な
ど
の
生
活
道
路
の
整

備
は
、狭
山
市
駅
東
口
駅
前
広
場
改
良

事
業
と
市
道
整
備
計
画
に
よ
る
道
路
改

良
や
舗
装
改
良
な
ど
、歩
行
者
や
車
両

の
安
全
確
保
に
努
め
ま
す
。ま
た
、安
全

で
快
適
な
道
路
環
境
の
整
備
は
、本
年

７
月
に
狭
山
市
駅
西
口
第
２
自
転
車
駐

車
場
を
開
所
し
、駅
周
辺
の
交
通
の
安

全
や
円
滑
化
を
図
り
ま
す
。

　

水
道
事
業
は
、安
全
で
安
心
な
水
を

安
定
的
に
供
給
す
る
た
め
、施
設
の
耐

震
化
や
維
持
管
理
に
取
り
組
み
、下
水

道
事
業
は
、汚
水
対
策
と
し
て
市
街
化

調
整
区
域
第
３
期
事
業
を
計
画
的
に
推

進
す
る
と
と
も
に
、両
事
業
の
経
営
基

盤
の
安
定
に
努
め
ま
す
。

　

新
た
な
産
業
の
育
成
は
、圏
央
道
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
な
ど
に
、優
良

企
業
立
地
の
促
進
を
図
り
ま
す
。ま
た
、

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
、

新
た
な「
も
の
づ
く
り
」の
開
発
を
支
援

す
る
と
と
も
に
、産
学
官
の
連
携
を
進

め
、地
域
産
業
の
発
展
に
つ
な
げ
ま
す
。

　

魅
力
あ
る
商
業
拠
点
や
商
店
街
の
形

成
は
、街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
補
助
事
業

な
ど
、商
店
街
活
動
を
支
援
す
る
と
と

も
に
、商
工
会
議
所
と
連
携
し
、商
店
や

商
店
街
の
活
性
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

定
着
に
向
け
た
補
充
学
習
を
実
施
し
ま

す
。さ
ら
に
、新
学
習
指
導
要
領
の
全
面

実
施
に
よ
る
授
業
時
間
数
の
増
加
に
対

応
す
る
と
と
も
に
、引
き
続
き
第
２
土

曜
日
と
開
校
記
念
日
に
授
業
を
実
施
し

ま
す
。ま
た
、道
徳
教
育
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

　

学
校
教
育
施
設
の
充
実
は
、入
間
川

東
、広
瀬
、新
狭
山
小
学
校
と
狭
山
台
中

学
校
の
体
育
館
の
耐
震
補
強
工
事
を
実

施
し
ま
す
。ま
た
、広
瀬
、山
王
小
学
校

の
冷
暖
房
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、引

き
続
き
校
舎
の
修
繕
や
プ
ー
ル
施
設
の

改
修
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

堀
兼
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
更
新

は
、27
年
度
の
完
成
を
目
途
に
、用
地
の

取
得
や
事
業
手
法
の
決
定
な
ど
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

学
校
の
規
模
と
配
置
の
適
正
化
の
推

進
は
、入
間
川
地
区
と
入
曽
地
区
の
中

学
校
の
統
廃
合
に
取
り
組
み
ま
す
。ま

た
、幼
稚
園
も
、入
間
川
幼
稚
園
と
水
富

幼
稚
園
へ
の
27
年
４
月
の
統
廃
合
に
向

け
て
進
め
ま
す
。

　

地
域
と
連
携
し
た
教
育
の
推
進
は
、

地
域
住
民
と
の
交
流
や
さ
ま
ざ
ま
な
体

験
の
場
と
な
る
地
域
子
ど
も
教
室
の
活

動
を
推
進
し
ま
す
。

　

人
権
尊
重
意
識
の
高
揚
は
、啓
発
活

動
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、学
校
教
育

や
社
会
教
育
に
お
け
る
人
権
教
育
に
取

り
組
み
ま
す
。ま
た
、平
和
に
関
す
る
教

育
や
啓
発
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

　

工
業
は
、産
業
労
働
セ
ン
タ
ー
を
産

業
情
報
の
発
信
の
場
と
し
て
活
用
す
る

と
と
も
に
、市
内
企
業
の
事
業
活
動
の

支
援
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

　

農
業
は
、首
都
近
郊
農
業
の
有
利
性

を
生
か
し
た
振
興
策
に
努
め
ま
す
。特

に
狭
山
茶
に
つ
い
て
は
、放
射
性
物
質

拡
散
に
よ
る
風
評
被
害
な
ど
に
対
し
、

関
係
団
体
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
信
頼

回
復
と
消
費
拡
大
に
向
け
積
極
的
な
振

興
事
業
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、さ
や

ま
農
作
物
生
産
力
強
化
支
援
事
業
に
よ

り
、安
全
・
安
心
な
農
産
物
の
供
給
を
継

続
的
に
支
援
し
ま
す
。

　

雇
用
機
会
の
拡
充
は
、産
業
労
働
セ

ン
タ
ー
の
ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と

連
携
し
て
就
職
面
接
会
を
開
催
す
る
と

と
も
に
、県
や
商
工
会
議
所
な
ど
と
、就

職
の
た
め
に
必
要
な
資
格
取
得
講
座
、

自
己
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
開
催
し
、

就
労
機
会
の
拡
充
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

生
涯
学
習
や
社
会
教
育
の
推
進
は
、

引
き
続
き
現
代
的
課
題
や
地
域
課
題
を

踏
ま
え
た
社
会
教
育
事
業
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

　

公
民
館
は
、中
央
公
民
館
を
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
内
に
移
転
し
、市
民
の
生

涯
学
習
や
地
域
文
化
の
振
興
を
推
進
し

ま
す
。さ
ら
に
、同
セ
ン
タ
ー
内
に
生
涯

学
習
情
報
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
、情
報

提
供
や
相
談
業
務
な
ど
を
総
合
的
に
行

い
ま
す
。ま
た
、水
富
公
民
館
で
耐
震
補

強
工
事
、柏
原
、水
野
公
民
館
で
空
調
設

備
改
修
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

　

図
書
館
は
、図
書
や
視
聴
覚
資
料
の

収
集
に
努
め
る
と
と
も
に
、資
料
相
談

業
務
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

博
物
館
は
、地
域
の
歴
史
文
化
や
子

ど
も
達
が
楽
し
み
な
が
ら
学
べ
る
企
画

展
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、体
験
学
習

や
講
座
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
促
進
は
、ス
ポ
ー

ツ
教
室
な
ど
の
充
実
や
社
会
体
育
団
体

の
活
動
支
援
に
よ
り
、市
民
が
ス
ポ
ー

ツ
に
親
し
む
機
会
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。

　

学
校
教
育
は
、全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
な
ど
を
全
校
で
実
施
し
、そ
の
結

果
に
基
づ
き
、指
導
方
法
の
工
夫
・
改
善

や
小
中
連
携
教
育
の
推
進
を
図
る
と
と

も
に
、夏
休
み
を
活
用
し
て
基
礎
学
力

活
力
の
あ
る
産
業
を
育
て
る

ま
ち
を
め
ざ
し
て【
産
業
経
済
】

人
を
育

は
ぐ
く
み
文
化
を
創
造
す
る

ま
ち
を
め
ざ
し
て【
教
育
文
化
】

安
全
で
生
活
し
や
す
い

ま
ち
を
め
ざ
し
て【
市
民
生
活
】

計
画
の
推
進
の
た
め
に

＜環境共生＞
●住宅用太陽光発電システム設置補助事業…1,000万円

●緑地指定公有地化事業……………4,286万4千円

●稲荷山環境センター設備改修事業…1億3,223万3千円

＜健康福祉＞
●障害者相談支援事業………………3,950万3千円

●保育所給食調理委託事業……………3,400万円

●祇園保育所建替事業………………1億9,960万円

●学童保育室改修整備事業………………484万円
●障害者自立支援給付事業………11億4,441万円

●総合子育て支援センター管理事業…1,393万6千円

＜都市基盤＞
●狭山市駅西口地区関連整備事業…1億9,089万8千円

●狭山市駅前公衆トイレ設置事業……5,000万円

●狭山市駅上諏訪線整備事業…1億3,367万6千円

●幹線市道整備事業……………………6,440万円

●一般市道整備事業……………………8,000万円

●狭山市駅西口自転車駐車場管理事業…3,421万2千円

＜産業経済＞
●企業立地促進事業…………………1億1,114万円

●農業振興事業…………………………2,550万円

●狭山茶消費拡大振興事業……………714万6千円

＜教育文化＞
●生涯学習推進事業…………………1,135万4千円

●中央公民館移転事業…………………410万5千円

●公民館空調改修事業…………1億1,798万1千円

●教育活動事業………………………6,034万7千円

●教育指導支援事業…………………4,788万9千円

●小学校校舎等耐震補強事業…3億7,402万2千円

●中学校校舎等耐震補強事業…1億2,507万8千円

●幼稚園園舎耐震補強事業……………387万6千円

●小学校校舎空調設備改修事業…5億102万7千円

●堀兼学校給食センター更新事業…2,249万6千円

＜市民生活＞
●地区まちづくり推進事業……………964万3千円

●市営住宅鵜ノ木団地建替事業………3,188万円

●住宅等耐震改修促進助成事業…………625万円

●消防広域化推進事業…………2億6,258万4千円

●常備消防機械施設等整備事業……5,674万6千円

●市民広場管理事業……………………465万7千円

＜計画の推進＞
●市民参画（協働）推進事業……………614万3千円

●狭山元気大学事業…………………1,649万5千円

●市民センター管理事業………1億3,829万4千円

　

自
立
し
た
地
域
社
会
の
実
現
は
、市

民
交
流
セ
ン
タ
ー
内
に
男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、男
女
共
同
参
画

社
会
の
実
現
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

市
営
住
宅
は
、鵜
ノ
木
団
地
の
建
て

替
え
事
業
に
お
い
て
、実
施
設
計
を
行

う
と
と
も
に
、維
持
管
理
の
充
実
に
努

め
ま
す
。ま
た
、旧
耐
震
基
準
で
建
設
さ

れ
た
民
間
住
宅
な
ど
の
耐
震
化
の
促
進

を
図
り
ま
す
。

　

危
機
管
理
体
制
は
、関
係
機
関
と
連

携
の
強
化
を
図
り
、的
確
な
対
応
に
努

め
る
と
と
も
に
、防
災
対
策
は
、地
域
防

災
計
画
の
見
直
し
を
進
め
ま
す
。

　

消
防
・
救
急
体
制
の
充
実
は
、消
防
の

機
能
を
最
大
限
発
揮
で
き
る
よ
う
車
両

や
資
機
材
装
備
の
整
備
を
進
め
る
ほ

か
、広
瀬
分
署
の
庁
舎
改
修
工
事
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、救
急
救
命
士
の
養

成
や
市
民
に
対
す
る
救
命
講
習
会
の
開

催
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。ま
た
、住
宅
用

火
災
警
報
器
の
設
置
啓
発
活
動
や
高
齢

者
住
宅
の
防
火
診
断
に
よ
る
防
火
指
導

を
引
き
続
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、防

火
対
象
物
や
危
険
物
施
設
に
対
す
る
立

入
検
査
と
消
防
訓
練
な
ど
の
指
導
を
行

い
ま
す
。さ
ら
に
、５
市
に
よ
る
消
防
の

広
域
化
は
、25
年
４
月
の
設
立
に
向
け

て
、関
係
機
関
と
協
議
を
進
め
ま
す
。

　

消
防
団
は
、引
き
続
き
消
防
団
員
の

入
団
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、組
織
の

見
直
し
を
進
め
ま
す
。

　

行
財
政
改
革
の
推
進
は
、第
４
次
狭

山
市
行
財
政
改
革
大
綱
に
基
づ
き
、個

別
行
動
計
画
の
各
取
り
組
み
を
積
極
的

に
推
進
し
、市
民
が
主
役
の
愛
着
を
も

て
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

新
し
い
公
共
の
推
進
は
、現
在
、策
定

を
進
め
て
い
る「
協
働
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」を
道
し
る
べ
と
し
て
、よ
り
豊
か
な

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

行
政
評
価
は
、第
三
者
評
価
な
ど
の

手
法
も
取
り
入
れ
、評
価
と
予
算
の
関

係
が
よ
り
密
接
に
連
動
し
た
シ
ス
テ

ム
の
確
立
を
目
指
す
と
と
も
に
、す
べ

て
の
事
務
事
業
に
つ
い
て
不
断
の
見
直

し
を
図
り
、効
率
的
で
効
果
的
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

機
能
的
な
組
織
運
営
の
推
進
は
、質

の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、新

た
な
行
政
課
題
に
柔
軟
に
対
応
す
る
組

織
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、適
正
な
職

員
規
模
に
努
め
、引
き
続
き
無
駄
の
な

い
効
率
的
な
組
織
運
営
を
進
め
ま
す
。

　

本
年
は
、協
働
の
社
会
づ
く
り
を
標

望
す
る
中
で
、市
民
と
職
員
が
力
を
合

わ
せ
て
、と
も
に
汗
を
か
く
こ
と
が
狭

山
を
元
気
に
し
て
い
く
と
考
え
、「
ふ
み

出
そ
う 

新
た
な
一
歩
」と
い
う
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
を
掲
げ
ま
し
た
。

　

「
元
気
な
狭
山
を
み
ん
な
で
つ
く
る
」

を
市
政
運
営
の
基
本
に
据
え
て
全
力
を

尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、一
層
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

重点事業と予算

←

狭山茶の信頼を回復し、消費拡大につ
なげるため、あらゆる施策を推進
狭山茶 信頼を 復し 消費拡大

平成 24 年度市長施政方針 元気な狭山をみんなでつくる

　問合せ財政課へ内線7112


